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期末配当予想の修正（復配）に関するお知らせ 

 

 当社は、2022年８月12日開催の取締役会において、以下のとおり、１株当たり配当予想について、修正する

ことといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．配当予想の内容 

 
年間配当金(円) 

第２四半期末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 

前 回 予 想 ― 0.00 0.00 

今 回 修 正 予 想 ― 10.00 10.00 

当 期 実 績 0.00 ― ― 

前 期 実 績 

(2021年９月期） 
0.00 0.00 0.00 

 

２．修正の理由 

当社は利益配分については、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保することを基

本方針としております。 

当社は配当について、新規上場初年度の2019年９月期に１株当たり10円の期末配当を実施いたしましたが、

2020年９月期は新型コロナウイルス感染症の影響による当社の業績動向や財務基盤の安定化などを総合的に勘

案した結果、誠に遺憾ながら無配とさせていただきました。以降、当社は内部留保資金を充実させ経営基盤の

安定化を図るとともに、事業拡大のための投資等によって一層の企業価値向上を図ることが株主の皆様に対す

る最大の利益還元に繋がると考え、利益率と自己資本比率に鑑みて内部留保の確保を優先することとし、無配

を継続しておりました。 

 このような中、2022年９月期も配当予想を無配としておりましたが、当第３四半期累計期間において期初計

画通りに営業利益が進捗していることや当面の運転資金の確保に目途が立ったことなど当社の現状を踏まえ、

復配に向けた環境が整いつつあると判断したこと、また剰余金の配当によって当社株式の認知度を向上させ投

資家層の拡大と流動性の向上を図ることで、投資家の皆様により投資いただきやすくなることを目的とし、普

通株式１株当たり10円の期末配当に修正（復配）することといたしました。 

なお利益率ならびに自己資本比率の向上は、引き続き当社の重要課題として取り組んでまいります。今後に

ついては、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保することを基本とし、継続的な配

当を行うとともに、将来的には、安定的かつ持続的な収益体質の構築と財務体質の改善が見込まれたのちに、

更なる株主への利益還元を充実させていく方針です。 

 

(注)上記の配当予想につきましては、本資料の作成時点において入手可能な情報による判断および仮定を前提

にしており、実際の業績等は様々な要因によって異なる場合があります。 

 

以上 


